
助けを求める声 

1. はじめに 

このシナリオは「クトゥルフ神話TRPG」に

対応した、シティ系シナリオである。 

探索者の人数は2～4人を想定している。プ

レイ時間は2～3時間程度だろう。 

本シナリオの舞台は現代日本である。探索

者たちは互いに友人関係であり、同じ地域

に住んでいる。行方不明になった共通の友

人を探すために調査を開始する。 

 

2. キーパーの情報 

この事件には、3つの勢力が関係している。 

1つ目の勢力は、米軍である。他国からの通

信傍受、米国軍の新たなる通信手段として

クトーニアンを利用しようと試み、実験を

行っている。仔を産むために地表に出たク

トーニアンの後を追い、生まれた複数の幼

いクトーニアンを捕獲し、工場に偽装され

た施設で実験を繰り返している。 

2つ目の勢力は、クトーニアン(基本ルール

ブック174ページ参照)である。工場の周囲

は水で満たされた堀で囲まれており、成虫

のクトーニアンは仔を助けに行くことがで

きない。そのため探索者たちにテレパシー

を送り、工場に偽装された施設に向かうよ

うに誘導する。また、仔もテレパシーを発し

ているが、テレパシーでほかの種族のもの

をコントロールすることができるのは、成

虫のみであるため、仔の発するテレパシー

は耳鳴りにしか聞こえない。 

3つ目の勢力は、イスの偉大なる種族(基本

ルールブック166ページ参照)である。 

探索者たちには共通の友人であるNPC「吉

田岳(よしだ がく)」がいる。導入の晩にク

トーニアンのテレパシーによってコントロ

ールされ、工場に偽装された施設へと足を

向ける。しかし道中でイスの偉大なる一族

に精神を交換される。翌朝以降は吉田の精

神はイスの偉大なる種族と交換されたまま

である。様子がおかしいことに気づくため

には〈アイデア〉ロールに成功する必要があ

る。 

イスの偉大なる種族は数多くのほかの種族

の文化や歴史を学習しているため、ほかの

種族とも共通するような常識(食事や睡眠、

排せつをしないと死ぬことなど)は備わっ

ているが、地球のとある文化圏に当てはま

る常識(食事の際に箸を使う、トイレをノッ

クするなど)は身に付けていない。 

イスの偉大なる種族は、独立したほかの種

族であるクトーニアンに対する人間の非道

な行いに対して、焦りを覚える。イスの偉大

なる種族は己の種族にも人間の力が及ぶこ

とを危惧し、米軍による実験の妨害に対し

て探索者たちに協力を要請する。 

探索者たちの本シナリオにおいての目標は、

イスの偉大なる種族とともに米軍兵に抵抗

し、クトーニアンの仔を救出することであ

る。 

 

3. 主なNPC 

吉田岳(よしだ がく) 

STR:12  CON:10  SIZ:14  INT:18 

POW:13  DEX:7  APP:9  EDU:21 

正気度:65  耐久力:12 

ダメージボーナス＋1d4 

吉田はこの地域の大学の准教授である。こ

の地域の歴史や地形について研究している。 

イスの偉大なる種族が吉田の精神と入れ替

わっている間は、〈電気修理〉や〈博物学〉



などの専門の知識を要する技能については

技能値をすべて90％とする。 

 

4. プレイヤー情報 

探索者たちは互いに友人関係であり、同じ

地域に住んでいる。普段からインターネッ

ト電話を介した作業通話をするような仲で

ある。 

 

5. 導入 

探索者たちと吉田がいつものように作業通

話をしていた晩、耳鳴りがするという話題

が出る。〈聞き耳〉ロールに成功すれば、「助

けて＿＿工場＿＿」などという、声とも音と

もつかぬような耳鳴りが頭に響く。奇妙な

体験に首を傾げながらも、その晩はひとま

ず、吉田からの誘いで翌日に全員で会う予

定をたててから通話を切ることになる。翌

日、約束の時間になっても吉田が現れず、連

絡もつかない。吉田は普段、遅刻は絶対にし

ない男だ。探索者は心配して吉田を探し始

めるだろう。 

 

6. 吉田の部屋 

吉田が住んでいるのは、築15年くらいのア

パートの一室である。 

探索者たちが吉田の部屋に訪れる場合、部

屋に入ろうとしたところで鍵が開いている

ことに気が付く。 

中に入ると、探索者たちが見知った吉田の

部屋と何ら変わらぬ様子である。しかし、吉

田の姿はない。 

〈目星〉ロールに成功した場合、玄関に落ち

ている鍵と机の上のタブレット、スマート

フォン、書類に目が行く。 

・タブレット、スマートフォン:ロックがか

かっていて開けることができない。 

・書類:この地域の工場についての資料であ

る。この地域の歴史は吉田が研究している

分野であるから、工場についての資料を集

めていても疑問には思わないだろう。さら

に〈目星〉や〈図書館〉ロールで調べるなら

ば、工場は70年ほど前に作られたことがわ

かる。 

〈知識〉もしくは〈アイデア〉ロールに成功

した場合、ここ数日、この工場について「騒

音がする」「耳鳴りやめまいがする」と近隣

住民から苦情が出ていることを思い出す。 

 

吉田の家に訪れた場合も訪れなかった場合

も、吉田を心配する探索者のもとに病院か

ら電話がかかってくる。吉田は込み合った

事情により家族とは疎遠である。病院から

は「財布に入っていたメモに『なにかあった

らこの人たちに連絡を』と書かれていたた

め探索者たちに電話を掛けた」と説明を受

ける。 

 

7. 病院 

探索者たちが吉田に会いに行くと、個室の

ベッドに腰かけた吉田と医師の二人と対面

する。医師は吉田が全般性健忘の状態にあ

ることを告げる。 

医師に質問するならば、医師は知っている

限りのことをすべて話してくれるだろう。 

以下は医師がもつ情報である。 

・吉田に外傷は何もないこと 

・吉田は昨夜の深夜2時、警察に保護された

こと 

・保護された時点で全般性健忘の症状がみ

られたこと 

・保護された場所は駅であったこと 



・メモを取れる程度の識字能力と言語能力

は保っていること 

〈目星〉ロールに成功すると、ベッドに備え

ついているオーバーテーブルの上に、ボー

ルペンと大きめの付箋の束が置いてあるこ

とに気づく。これは吉田が病院側に用意し

てもらったものである。 

一番上の付箋には吉田の氏名、電話番号、生

年月日が吉田の字で書かれていた。伝えら

れた情報をメモしているようである。 

〈アイデア〉ロールに成功すると、吉田はタ

ブレットにメモを取るタイプだったことを

思い出すことができる。 

今後も吉田は自分に関する情報や興味を示

したことについてメモをとる様子を見せる。

吉田が普段、メモをとる様子と比べると、違

和感を覚えることだろう。 

医師は何か思い出すきっかけになるかもし

れないので、行動を共にするよう探索者た

ちに指示する。吉田は退院する。 

 

ここで、タブレットやスマートフォンのロ

ックを吉田に開けさせようとすると、少し

考えたそぶりを見せた後に生年月日を逆か

ら打ち込む。 

探索者たちが「何か思い出したのか」「覚え

ているのか」などと聞いても、「覚えている

わけではない」「なんとなく、この機械なら

こう動くかと思った」などと述べることだ

ろう。イスの偉大なる種族の膨大な知識量

による憶測でロックを解除したにすぎない

からである。 

・タブレット:検索履歴に、工場への行き方

を調べた形跡が残っている。 

・スマートフォン:日記アプリが目につく。

中身を確認するならば、日々のたわいない

できごとが書かれていることがわかる。最

終更新は昨日の夜、通話を切った直後の時

間である。内容は、「頭が痛い 助けなきゃ

いけない気がする 行かなきゃ 聞こえる 

もう行こう」という文面である。 

 

8. 工場に偽装された施設 

周囲をぐるりと水で満たされた堀で覆われ

た工場である。〈アイデア〉ロールに成功し

た探索者がいたならば、この工場には数か

月ほど前までは堀がなかったが、新たに作

られたことを思い出すことだろう。 

ここでキーパーは探索者たちに強制的に

〈聞き耳〉ロールをさせる。成功した場合、

脳内で金属同士がぶつかるような、激しい

耳鳴りを感じる。 

施設はA館とB館に分かれている。 

 

周囲を見渡すと、体格のいい男が3人見回っ

ていることがわかる。 

・見回りの男:そろいの作業着を着ている。

欧米人である。 

 

＊A館1階 

〈目星〉ロールに成功すると、地図を見つけ

ることだろう。 

 



 

① ロッカールーム 

壁一面にロッカーが並んでいる。 

〈目星〉ロールに成功すると、工場員の作業

着を手に入れられる。(〈隠れる〉＋10％) 

② 仮眠室 

この部屋に入る前に〈聞き耳〉ロールを行い

成功すると、規則的な呼吸音が聞こえてく

る。 

中には二段ベッドが右と左の壁沿いに二つ

存在する。右側下段には金髪で体格のいい

欧米人の男が眠っている。大きな音を出し

たり、触れたりした場合には起きるだろう。 

米軍兵 

STR:16  CON:13  SIZ:14  INT:10 

POW:13  DEX:14  APP:9  EDU:14 

正気度:65  耐久力:14 

ダメージボーナス＋1d4 

攻撃:こぶし/パンチ 50％ 

ダメージ1d3+1d4 

 

③ 水槽置き場 

円柱形のガラス張りの水槽がいくつも置い

てある。高さは探索者たちの身長を一回り

超え、底面の直径は1.5mほどである。 

ここで〈目星〉ロールに成功すると、複数の

水槽の中からひとつ、内側に粘着質なぬめ

りがついていることに気が付く。 

④ 給湯室 

探索者たちが中に進むと、そこが給湯室で

あることがわかる。〈聞き耳〉ロールに成功

すると、床の下から水が通るような音が聞

こえる。〈目星〉ロールに成功すると、一口

ガスコンロやインスタントコーヒーに注意

が向いた後、床にある扉に気が付く。 

・床の扉:開けると床下が見える。水が配管

の中を流れているようである。配管は人が

腕で輪を作った時と同じぐらいの太さがあ

る。 

 

＊A館2階 

探索者たちが階段を登りきると、資料保管

室に出る。 

〈図書館〉ロールに成功すると30分、失敗

すると1時間で実験記録を見つけ、読むこと

ができる。しかし英語で書かれているため、

〈知識〉の技能値－20％のロールに成功す

るか、〈ほかの言語(英語)〉ロールに成功す

る必要がある。もしくは〈図書館〉ロールを

行い英辞書を見つける必要がある。 

・実験記録:「アレ」という記述が何度も出

てくる。何かを指していることは明白であ

る。「アレ」を５匹捕らえたこと、「アレ」を

使って他国の軍事通信を傍受しようとして

いること、米軍の新たな通信手段として「ア

レ」を利用しようと考えていること、「アレ」

のうち1匹は拷問の末に水に完全に浸かっ

て死んだことなどが書かれている。 

 

探索者たちがここまでの情報を得たところ

で、吉田が探索者たちに話しかける。 

吉田は以下のことを話す。 

・自分は吉田岳ではなく、精神を交換して

いるイスの偉大なる種族であること 



・吉田の精神は現在イスの偉大なる種族の

暮らす惑星にあり、危害を加えるつもりは

ないこと 

・米軍の残忍な実験に怒りを感じたと同時

に、自分たちの種族にも米国、ひいては人間

の脅威が迫ることに恐れを感じたこと 

・そのため、自分と協力して米国軍からク

トーニアンを救い出し、この実験を失敗に

終えさせてほしいこと 

・その後はイスの偉大なる一族が米国軍人

たちの精神に干渉し、実験に関する記憶を

消そうと考えていること 

・非常に言いにくいが、快い返事が得られ

なかった場合、吉田岳の精神の安全は保障

できかねること 

 

探索者たちは吉田もといイスの偉大なる一

族による説明によって、これまで考えよう

ともしなかった、途方もない宇宙の真理に

触れたような感覚に陥る。また、友人吉田に

得体のしれない生命体の精神が入っている、

吉田の精神が人質に取られている恐怖感に

より1d2/1d6の正気度ポイントを失う。 

 

＊工場B館 

4ｍほどの頑丈そうな扉の横の壁には電子

ロック機器が付いている。 

ここでは〈聞き耳〉ロールをするまでもな

く、もう聞き慣れてしまったあの音がする。

激しい耳鳴りが暴れまわるムカデのように

脳をかき乱す。ほかの音を聞こうにも、それ

が邪魔をしてわからない。 

・電子ロック機器:〈電子工学〉ロールに成

功することで開けることができる。探索者

たちは吉田に手伝ってもらうことで＋30％

の補正がつく。吉田がロールを行うことも

できる。 

探索者たちが扉を開けると、脳が割れんば

かりの音の圧に襲われる。ささやくような、

かつ金属が擦れ合うような奇妙な音が脳内

を埋め尽くす。部屋の中央には円柱形の水

槽があり、奥にも水槽が見えた。奥の水槽に

は水の代わりに何か動くものが入っている。

閉じ込められているようだ。そして水槽の

周りには米軍兵が2人いた。奥にいる一人は

機械を操作し、井戸に桶を落とすようにし

て鎖の先をゆっくりと下げているところだ

った。頑丈そうな鎖の先端、水に近づいてい

くそこには、2ｍほどの大きさの、イカとも

イモ虫とも見えるような生物が縛り付けら

れていた。水を恐れるようにぐねぐねと動

く体はねばついた粘液に覆われ、この部屋

の少ない光をぬらぬらと反射しており、薄

暗い室内でいやに目立っていた。頭と思わ

しきところではイカの足のようなものが水

面から逃れようと激しくうねっていた。 

見たこともない気味の悪い生命体を間近に

見たことにより、探索者たちは1/1d10の正

気度ポイントを失う。 

探索者たちに気づいた米軍兵2人が襲い掛

かってくる。ここでキーパーは[2d3＋1]の

ダイスロールを行う。これは奥で機械を操

作していた米軍兵が停止ボタンを押さずに

こちらに向かってきたためである。探索者

たちはロールで出た目と同じだけのラウン

ド数が終わるまでに〈重機械操作〉ロールに

成功して機械を止めなくてはいけない。 

なお、扉を開けてからイスの偉大なる一族

の技能値はすべてクトーニアンの仔の叫び

声により半減しているが、ほかの探索者と

協力する場合には探索者の技能値に＋30％

の補正をかけることができる。吉田は1人の



探索者を手伝うことでその1戦闘ラウンド

を使用する。 

米軍兵 

STR:16  CON:13  SIZ:14  INT:10 

POW:13  DEX:14  APP:9  EDU:14 

正気度:65  耐久力:14 

ダメージボーナス＋1d4 

攻撃:こぶし/パンチ 50％ 

ダメージ1d3+1d4 

 

9. 結末 

縛られていたクトーニアンの仔を助けられ

た場合にも、助けられなかった場合にも、探

索者たちが米軍兵を倒したあと、イスの偉

大なる種族は以下のことを話す。 

・犠牲は出たが、実験を妨害することがで

きたので、協力に感謝している 

・一族のもとへ帰って、この一件の顛末に

加えて、人間の中には米軍のように残忍な

者もいるが、探索者たちのように勇敢な者

もいることを伝えることを約束する 

・本人が混乱することが予想されるので、

吉田の精神は工場から出てから返す 

 

探索者たちが工場の敷地から出ると、イス

の一族はもう一度感謝の意を述べ、この後

は一族で米軍兵の精神と交換し、クトーニ

アンの仔を解放した後に米軍兵の記憶を消

すことを伝えた。話し終えたところでイス

の偉大なる一族は目を閉じた。次の瞬間、吉

田の体からは力が抜け、その場に倒れこん

だ。 

数拍間をおいてから、吉田は呻きながら目

を開ける。探索者たちに顔を覗き込まれ戸

惑っているが、いつもと変わらない受け答

えをする吉田の様子に探索者たちはほっと

息をついた。 

 

10. 報酬 

異星の住人と協力して目標を達成し、友人

の精神を取り戻した探索者たちは[1d10＋

3]の正気度ポイントを獲得する。 

吊るされていたクトーニアンの仔を助けた

場合、2d10の正気度ポイントを獲得する。 

 

11. シナリオパターン 

＊目的：人物の保護/追跡 

探索者は行方不明の人物を探し出す、また

は怪異に襲われている人物を保護する 

＊導入、発端の怪異：なんの変哲もない普通

の事件が身の回りで起きる 

「探索者の知人が突然の失踪を遂げる」 

＊真相：偶然起きた災害による事件 

「軍の秘密兵器開発にかかわる陰謀」 


